令和5年度
保育心理士資格取得講座 岐阜会場のご案内

《 保育心理士とは 》

　今日の保育現場では、いわゆる「気になる子」の保育についての悩みは増すことはあっても減ることはありません。
また、こどもの学力にのみ注力し、それ以外の心の育ちには無関心な保護者、適切な子育てができない保護者なども、特別な存在ではなくなりつつあり、さらにきめ細やかな保護者への対応が求められています。

　そのような状況下、当連盟では、平成１９年度より「保育心理士資格取得講座　岐阜会場」を開講しております。保育心理士とは、『子どもたちや保護者のこころの問題に取り組むための専門知識と実践の技術を身につけた保育者』の名のりです。　

　保育心理士の資格取得には、「保育心理士資格取得講座」を受講して、所定の単位（科目）を履修する必要がありますが、全国各地で３，５００名を超える方が資格を取得され、保育心理士同士の事例研究などの取り組みから、資格の名称が公的にも認められています。岐阜会場の講座からは、４８０名を超える保育心理士が誕生しています。（詳細につきましては「公益社団法人　大谷保育協会」ホームページ内「保育心理士」欄をご覧ください）

　保育心理士講座では、５年以上の経験というキャリアを積んだ保育士が、障がい児とその保護者に対応するスキルを身につけることができます。また、資格取得後にはフォローアップ講座があり、５年ごとに資格を更新していくことで、取得した資格をグレードアップできるようになっています。
また、平成２９年度より、保育士の処遇改善Ⅱと連動したキャリアアップ研修制度が始まり、当講座も岐阜県より「障害児保育」・「保護者支援・子育て支援」の二分野の認定を受けました。

保育心理士資格取得講座は、その他のキャリアアップ研修と合わせて、貴園のキャリアアップシステム構築に最適な研修制度です。是非とも５年以上のキャリアを持つ職員に受講していただき、職員の資質向上とキャリアパスに活用いただきたいと存じます。多くの方々に受講いただきたく、ここにご案内いたします。

《令和５年度の講座について》
コロナ禍で過去2年間オンラインでの開催をしましたが、地域を問わず参加ができ好評を得ました。そのため今年度も、最終日を除き、オンラインでの開催といたします。

＊参加には、オンライン会議専用アプリケーションである「ZOOM」が必要です（無償でダウンロード・使用できます）。
＊原則として、参加者1名につき1台の端末（パソコン、スマホ、タブレットなど）が必要です。※保育園等でお一人での受講と変わりないやりとりができる設備、環境があれば、複数名で端末Ⅰ台でも可能な場合がありますので、事前にお問い合わせください。

また、イヤホンの使用をお勧めします。円滑なディスカッションのため、出来る限りご準備ください。
＊当日ZOOMにログインするためのID・パスワードは、参加申し込みのあった講座のみお知らせします。

≪保育心理士資格取得講座 岐阜会場 受講概要≫

１．開講日、科目（単位）
　開講日、科目は、別紙「受講申込書」をご参照ください。講師の都合や自然災害などにより、急遽日程や会場が変わることがありますので、ご了承ください。変更の際は、連盟ホームページ「みんぽビュー」に掲載すると共に、申込時にお知らせいただいた連絡先にお知らせします。

２．開講時間
  ①午後１時～２時３０分　　　②午後３時００分～４時３０分　
（受付は、講座開始３０分前から始めます）

３．会場　　
　ZOOMによるオンライン開催
　※但し、最終日の「保育人間学Ⅰ」、「保育人間学Ⅱ」、「総合演習・認定式」は
　　新型コロナウイルス感染対策状況によりますが、会場にて対面式で行う予定をしております。
　　　　　　
４．受講料　１科目（単位） 　会員価格　　受講料      ５００円　　登録料 ５００円
　　　　　　　　　　　　　  非会員価格　  受講料  １，０００円　　登録料 ５００円
※会員とは岐阜県民間保育園・認定こども園連盟加盟園の職員を言います。　　

・本研修の受講料は、岐阜県からの補助により、他会場の受講料より低い設定となっています。
・受講経費の負担については、個人負担をする場合の他に、所属園が全額負担する、登録料のみを個人負担する等、様々な方法がとられています。
・受講料は全講座終了後、最終日に会場でまとめてお支払いいただきます。受講が中断して最終日出席できない方、振込をご希望の方は、請求書をお送りしますので同封の振込用紙にてご送金ください。

５．受講の申込み
・別紙「受講申込書」に必要事項をご記入いただき、受講可能日に○をしてＦＡＸでお申込みください。特に今年度はオンライン講座という特性上、メールアドレスは必ずご記入をお願いいたします。

締切りは４月２８日です。

６．受講システム
・受講対象者　　保育・教育の現場に在籍する施設長、保育士、教諭、看護師等を対象としています。また昨年度より、資格取得時に証明書（保育士証など）の写し、勤務先の在職証明書の提出が必要となりました。
　※資格要件として、保育・教育の現場における５年以上の経験が必要です。
　　必ず経験年数５年以上の方の受講をお願いします。

・受講方法　受講申込は科目ごとに行い、計２１科目を全て受講することで保育心理士資格を取得できます。今年度受講できなかった科目を次年度受講したり全国各地で開催されている他会場で受講することも可能です。

・受講の証明、資格認定のながれ　各科目の受講終了ごとにレポートを提出していただきます。レポート提出を受ける際にお渡しする「受講証明シール」で、全科目修了後の受講確認をいたします。令和４年度はオンライン開催のため、レポートはメール、FAX等でお送り頂き、シールは全講座終了後まとめてお送りいたします。連盟でも受講履歴を管理いたしますが、受講生の皆様もシールが届くまでワークブックの中にある「受講記録簿」で自己管理をお願いいたします。レポートの再提出などがなければ、そのまま単位が認定されます。２１科目すべてを受講していただくと、講座の「修了証」とともに「保育心理士（一種）資格登録証明書（カード）」が交付されます。岐阜会場では講座の終了前に資格の認定申請のご案内をします。

・保育心理士ワークブック　受講開始前に購入（７００円）していただきます。受講に必要な各講座の受講記録簿・講義概要・提出レポート用紙・資格認定申請書等が綴じてあります。
今年度はオンライン研修のため事前にお送りいたします。新規申込される方が対象になります。

・講義資料等　会場開催の場合は当日印刷教材を配布していましたが、今年度もオンライン講座になりますので、各講座ごとに講師と相談の上、配布方法をご連絡します。郵送する場合は特にご事情がない限り（育児休暇中など）会員園にまとめてお送りいたします。


※岐阜会場の講座に関しましては、岐阜県民間保育園・認定こども園連盟が主催しておりますので、お問い合わせは大谷保育協会ではなく、下記の事務局までお願いいたします。


〒500－8385　　　岐阜市下奈良2－2－1　　岐阜県福祉会館2階
（一社）岐阜県民間保育園・認定こども園連盟

℡　058－277－7171　　　　　　　Fax　058－277－7172

Mail　jimu@mimpo.jp 
